













するために全 34 項目 The COPD Self efficacy scale(CSES）を開発している．日本には COPD
に特異的なセルフ・エフィカシーを評価するスケールが存在していない．本研究では COPD 
セルフ・エフィカシースケール日本語版を作成することとした．【方法】2019 年 1 月 30 日
～4 月 17 日の期間中，昭和大学病院呼吸器アレルギー内科に通院中の COPD 患者の内，本
研究への参加について本人から文書により同意が得られた患者 95 例を対象とした．COPD
セルフ・エフィカシースケール日本語版，一般性セルフ・エフィカシースケール，











第 4 因子まで有効であることを示し，KMO 測度は 0.93 で，バートレットの球面性検定は
p<.01 であった．【考察】信頼性に関しては，良好な内的整合性が確認された．COPD セルフ・
エフィカシースケール日本語版合計点と下位尺度と種々のアンケートとの相関結果より，
妥当性が確認された．因子構造が CSES と異なっていたが，参加者の平均年齢が高いことや，
男性の占める割合が高いこと，軽症例が多いことなど，対象者の特性や文化の違いが原因
であった可能性が考えられる．【結語】本研究にて，COPD セルフ・エフィカシースケール
日本語版を作成し，検証の結果，信頼性と妥当性が認められた． 
